
      平 成 １ ２ 年 度 社 会 教 育 委 員 の 会 議 （ 第 ３ 回 ） 会 議 録                                                                

 

    〇開催日時 平成１２年８月３０日（水）午後１時３０分～２時３０分 

    〇開催場所 宇都宮市役所１６階１６中会議室 

 

１ 委員紹介（阿部教育次長） 

２ 教育長あいさつ（大塚教育長） 

３ 職員紹介（自己紹介） 

４ 会議 

 � 開 会 （高野生涯学習課課長補佐） 

 � 委員長あいさつ（工藤委員長） 

 � 議 事 （議事進行：工藤委員長） 

  ア 報告事項 

  (ア) 平成１３年宇都宮市成人式について（資料１） 

・今年１月のホテル３会場に加えて，結婚式場，ホテル５か所で成人式を 

実施し，新成人のマナーアップに向けた取組を継続することについて報告 

 

 (イ) 第42回平成12年度全国社会教育研究大会〔栃木大会〕関東甲信越静社会 

教育研究大会について（資料２） 

・１０月１９日（２日目）部会別参加，司会者，発表者，助言者について  

・広告協賛金について 

・当日の運営について 

１８日はマイクロバスで委員を送迎の予定（詳細は後日通知） 

教育委員会事務局で受付，駐車場等事務的対応 

 

イ 協議事項と決議事項 

 (ア) 社会教育関係団体の補助について（資料３） 

⇨  宇都宮市子供会育成会連合会ほか１３団体への補助について承認する。 

 

 (イ) 栃木県社会教育委員協議会評議員の推薦について（資料４） 

・平成１２年８月１日～１４年７月３１日任期の評議員を推薦するもの 

前評議員：齋藤健次郎委員 

⇨  齋藤健次郎委員を評議員に推薦する。 

 

ウ その他 

10月に全国大会。次回は，２月を予定（第４回)  

 

エ 閉会（高野生涯学習課課長補佐） 

 

５ 出席委員（１５人） 

工藤委員長，齋藤副委員長，綱河副委員長，稲見委員，須藤光弘委員，松本委員， 

上野委員，角田委員，三村委員，須藤脩委員，福田委員，藤井委員，梅園委員，藤枝

委員，中山委員 

 

６ 発言の要旨，質疑応答の状況 

� 「平成１３年宇都宮市成人式について」 

綱河委員：今年の成人式は概ね良好であった。４ブロック公民館内では，どのよ 

うな場所での実施を予定しているか。 



事務局：東公民館内で２か所（陽東中学校区，泉が丘中学校区），西公民館内は 

会場の収容人数と対象人数の関係で該当なし，北公民館で２か所（星が丘中学

校区，宝木中学校区），南公民館内で１か所（陽南中学校区）の会場と交渉中 

須藤脩委員：ホテル以外で実施した会場の反応はどうだったか。 

事務局：新成人を対象にアンケートを実施した結果で，ホテル以外の会場での反 

応として，４割近く(37.5 %)の新成人がホテル等での実施を希望していた。 

また，運営にあたった実施委員からの意見として, ホテル等での実施を希望 

する意見が寄せられている。 

 

� 「第42回平成12年度全国社会教育研究大会〔栃木大会〕関東甲信越静社会教育 

研究大会について」 

 

工藤委員長：３日間のうち，社会教育委員が出席した方が良い日はどの日か。 

事務局：いずれの日も可能な限りご出席いただきたい。特に２日目は部会に別れ 

ての協議の場となるので，ご出席を願いたい。 

 

� 「社会教育関係団体の補助について」 

齋藤副委員長：感想として，事務所という名称の団体名は，会の名称として奇異 

な感じがする。会，支部の名称の方が市民の納得が得られる名称だと思う。 

宇都宮ジュニアオーケストラの備考欄に「設立に市が関与し発足した団体」 

という記載があるのは，好ましくないのではないか。 

事務局：事務所という名称に変更するのは，団体の自主的判断。名称にかかわら 

ず，社会教育的見地から補助対象の判断をしている。 

ジュニアオーケストラの記載については，訂正したい。 

（「平成７年に栃木県で開催された国民文化祭を機に発足」の表記に訂正） 

藤枝委員：ここに記載されている以外の団体から申請は出されているか。 

予算額と補助額の関係はどうなっているか。補助の使い道の妥当性をどう確 

保しているか。ユネスコ協会の会員数は他の団体と比較して極端に少ない。 

  事務局：ここに記載以外の団体からの申請はない。 

各団体の事業のうち補助対象となる研修会，機関紙発行，発表会などの事業 

の対象経費の２分の１を超えない範囲で，補助基準に基づき補助している。 

補助については，団体から実績報告書の提出を求めるとともに，可能な範囲 

で事業に参加して状況を把握し，妥当性を確保している。 

ユネスコ協会については，会員数が減少しているが，賛助会員等が協力して， 

事業を実施しているので，補助も継続し，社会教育の振興を支援している。自

立性の強化についても要望している。 

 

� 「栃木県社会教育委員協議会評議員の推薦について」 

工藤委員長：齋藤委員を推薦したい。県の理事を経て，その上の役職に挑戦して 

いただきたい。 

 

７ 会議の公開・非公開の別 公開 

 

８ 傍聴者１人（うち報道関係１人） 

 


